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フジタ・中山建設工事共同企業体

荒瀬ダム本体等撤去工事

平成２８年度工事説明会

1



目 次

１．荒瀬ダム本体撤去工事について
１）全体計画
２）平成27年度工事の結果
３）平成28年度工事の概要

２．荒瀬ダム本体撤去関連工事について

３．環境モニタリング調査について

2



3

１．荒瀬ダム本体撤去工事について

１）全 体 計 画

全体計画



右岸
（県道）

左岸
（国道）

全体計画

下 流 面 図

【第２段階】（H25年度）

ゲート及び右岸⾨柱・管理橋撤去

【第４段階】（H27年度）

左岸⾨柱・管理橋撤去

【第５段階】（H28年度）

左岸部撤去

【第６段階】(H29年度)

右岸部撤去

【第３段階】（H26年度）

ゲート及び右岸みお筋部・門柱上部撤去

水位低下装置

【第１段階】(H24年度)

水位低下装置設置及びゲート撤去
※水位低下装置（開削）
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１．荒瀬ダム本体撤去工事について

２）平成２７年度⼯事の結果

平成27年度工事の結果



右岸

（県道）
左岸

（国道）

（平成27年度⼯事）

③門柱撤去（P２〜P６）

P5 P3

②管理橋撤去（B１〜B５）

B5 B1

P2P4P6

B2B3B4

①水位低下ゲート撤去
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平成27年度工事の結果



①水位低下ゲートの撤去

H27.5.14

H27.4.15 H27.4.15

撤去完了状況
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平成27年度工事の結果



H27.9.2

②管理橋の撤去（B1〜B5）

H27.8.28 H27.8.27

H27.10.26

床版切断

撤去完了

床版撤去

主桁撤去 8

平成27年度工事の結果



右岸
（県道）

左岸
（国道）

P5

課題１ 倒壊発破の実施 ※H25実績があるが門柱上部がついた倒壊は初

15m 10m 10m 10m 10m

2
4
m

・P5の上部を事前撤去 ⇒ 倒壊可能 ⇒ 順番に空いたスペースに倒す

課題２ 重量1700トンの巨大構造物を振動許容値内で倒壊するには？

課題３ 期間内に門柱5基を撤去完了するには？

③門柱撤去
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平成27年度工事の結果



倒壊発破施工ヤード造成

掘削した土砂で倒壊発破のヤードを造成
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③門柱撤去
平成27年度工事の結果



P5の小割り状況 コンクリート殻をクッション材に利⽤

約
3
m

・ダム撤去で発⽣したコンクリート殻（空隙有）をクッション材に利⽤

課題１ 倒壊発破の実施 ※H25実績があるが門柱上部がついた倒壊は初

・P5の上部を事前撤去 ⇒ 倒壊可能 ⇒ 順番に空いたスペースに倒す

課題２ 重量1700トンの巨大構造物を振動許容値内で倒壊するには？

課題３ 期間内に門柱5基を撤去完了するには？

③門柱撤去
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平成27年度工事の結果



・火薬を詰める位置を工夫し火薬によるコンクリート粉砕に成功

3
.5
m

3
.5
m

工夫

H25年度 今 回

・削孔位置 並列
・削孔⾓度 鉛直
・発破位置 下部

火薬
・削孔位置 千鳥
・削孔⾓度 85度
・発破位置 中断と下部2段

（デッキチャージ）

・ダム撤去で発⽣したコンクリート殻（空隙有）をクッション材に利⽤

課題１ 倒壊発破の実施 ※H25実績があるが門柱上部がついた倒壊は初

・P5の上部を事前撤去 ⇒ 倒壊可能 ⇒ 順番に空いたスペースに倒す

課題２ 重量1700トンの巨大構造物を振動許容値内で倒壊するには？

課題３ 期間内に門柱5基を撤去完了するには？
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③門柱撤去

平成27年度工事の結果



③門柱撤去
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平成27年度工事の結果

P4倒壊発破

クッション材



③門柱撤去
P2倒壊発破
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平成27年度工事の結果

P2



③門柱撤去
P2小割発破
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平成27年度工事の結果



P2〜P6下部小割発破
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平成27年度工事の結果

③門柱撤去



③門柱撤去
P2〜P6下部小割発破
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平成27年度工事の結果



導水トンネルの埋戻し

導水ﾄﾝﾈﾙ

小割り
ヤード

取水口
藤本発電所

導水ﾄﾝﾈﾙ部
約600m

導⽔管路部
約70m

約150m

移動式破砕機

導水トンネル

ダンプ投入状況

取水口投入

約200m
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平成27年度工事の結果



導水トンネル埋戻し状況

H28.3.14 H28.3.25

H28.2.18 H27.1.7

埋戻し

導水トンネル埋戻し第4期完了コンクリート壁打設

積込み・運搬
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平成27年度工事の結果



環境対策（濁⽔処理・汚濁防⽌膜・防音壁）

濁⽔処理施設

汚濁防止膜

環境対策の実施状況

防音壁
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平成27年度工事の結果
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１．荒瀬ダム本体撤去工事について

３）平成２8年度⼯事の概要

平成28年度工事の概要



（H2８年度⼯事）

堤体左岸部撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）

:H28年度（11⽉〜 ）
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平成28年度工事の概要（本体）



ダム上流

①ダム本体撤去
（左岸部撤去）
仮設ヤード造成

③取水口ゲート撤去（完了）
擦付擁壁
取水口埋戻し
導水トンネル埋戻し

②仮橋
仮設道路

④殻撤去

④

②

殻撤去
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平成28年度工事の概要（本体）

ｹﾞｰﾄ撤去（完了）

③



⑤河川掘削
（仮設ヤード・覆⼟に流⽤）

ダム下流

⑥仮設道路撤去
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⑥

平成28年度工事の概要（本体）



左岸
（国道側）
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①③（②
⑤ ⑥ ④

堤体部撤去①～⑥と並行作業で
６回の発破で撤去する予定

堤体左岸部の撤去

平成28年度工事の概要（本体）

①～⑥の順に発破で撤去する



撤去手順

上段 下流側から４回に分けて撤去

下段

上流 下流

堤体左岸部の撤去
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下流側から６回程度に分けて撤去

平成28年度工事の概要（本体）







 交通誘導員を要所に配置予定

 ⼀般⾞両を優先

29
※現地及び施工状況等により交通誘導員配置が変わることがあります。

： 交通誘導員配置予定箇所

交通安全対策

仮橋

コンクリート殻運搬

土砂搬入・搬出

平成28年度工事の概要（本体）



・基本的な作業時間は
現場内作業 ８：００〜１9 ： ００
現場外作業 ８：００〜１7 ： ００

・土曜日、祝祭⽇は作業を⾏う（⽇曜⽇、盆正⽉は休み）

※ 現場の状況次第では、作業時間の延⻑や⽇曜⽇作業を⾏う場合もあります。

大型の重機や資材につきましては、時間外の搬⼊・搬出を⾏う場合もあります。

現場内作業

・仮設

・本体撤去

・導水トンネル埋戻し

現場外作業

・土砂搬入・搬出

・コンクリート殻運搬

・重機・機械搬入・搬出

作業時間
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平成28年度工事の概要（本体）
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②調圧水槽（ｻｰｼﾞﾀﾝｸ）

①藤本発電所

平成28年度工事の概要（関連設備撤去）

関連設備撤去について

③荒瀬ダム管理所

荒瀬ダム



①藤本発電所撤去
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H29.２〜撤去に着⼿予定

藤本発電所

⽔⾞等発電機

配管・電気設備

平成28年度工事の概要（関連設備撤去）



②調圧水槽（ｻｰｼﾞﾀﾝｸ）撤去
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斜面側から撮影
撤去範囲

埋戻（水槽部）

平成28年度工事の概要（関連設備撤去）



②調圧水槽（ｻｰｼﾞﾀﾝｸ）撤去
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撤去範囲

埋戻（水槽部）

埋戻（管路部）

H29.3～着手予定

平面図

平成28年度工事の概要（関連設備撤去）

JR軌道高

断面図



②調圧水槽（ｻｰｼﾞﾀﾝｸ）撤去
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平成28年度工事の概要（関連設備撤去）

県道から眺めた完成イメージ

撤去後

撤去前



③荒瀬ダム管理所撤去
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平成28年度工事の概要（関連設備撤去）

③荒瀬ダム管理所

取水口門柱等撤去

管理橋撤去

球磨川
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２．荒瀬ダム本体撤去関連工事



【H27年度 関連工事実施箇所】

凡例

： 関連工事（県）

： 河川改修工事（国）※参考

球磨川河川改修事業 市道瀬戸石鎌瀬線道路嵩上事業

球磨川河川改修事業

県道中津道八代線
道路嵩上事業
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平成27年度工事の結果

kumamoto
スタンプ



県道中津道⼋代線道路嵩上⼯事

道路の嵩上げ(河川外）

痕跡水位

⺠地 道路

施工箇所：三坂地区
工期：H27.9〜H28.3

概要：道路嵩上、舗装 L=480m

平成27年度工事の結果

39



【H28年度 関連工事予定箇所】

③降り道整備工事

①路側補強工事
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②斜路復旧工事

平成28年度工事の予定

kumamoto
スタンプ



施工箇所：葉⽊地区
工期：H28.8

概要：根継工 L=15m

①路側補強⼯事
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平成28年度工事の予定（結果）



①路側補強⼯事 施工箇所：川嶽（百済木川）
工 期：H28.11〜H29.3

概 要：根継工

河床保護（寄石工）

河床保護（他河川例）
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平成28年度工事の予定



②斜路復旧⼯事
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施工箇所：佐瀬野地区
概 要：斜路 L=50m

平成28年度工事の予定



③降り道整備工事

階段①（下流側）
階段②（上流側）

階段②（上流側）

階段①（下流側）

施工箇所：葉⽊地区
概 要：階段工２箇所
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平成28年度工事の予定
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３．環境モニタリング調査について



環境モニタリング項目

基
礎
項
目

水 象
（流 量）

河川形状
（横断・深浅測量、平⾯測量）

基盤環境
（空中写真、定点風景、河床撮影）

底 質
（粒度組成）

水 質
（常時、定期）

セ
グ
メ
ン
ト
ス
ケ
ー
ル

項
目

植 物
（付着藻類）

動 物
（底生動物、重要な種）

動 物
（魚 類）

動 物
（鳥 類）

リ
ー
チ
ス
ケ
ー
ル

項
目

基盤環境
（物理環境の定期モニタリング）

基盤環境
（下代瀬採餌場産卵場環境）

動 物
（アユの胃内容物調査）

植 物
（ベルトトランセクト）

工
事
関
連
項
目

大気汚染
（粉じん等）

騒 音
（特定建設作業、発破作業）

振 動
（特定建設作業、発破作業）

Ｈ

28
報
告
項
目

水 象（流 量）

基盤環境（垂直航空写真撮影）

植 物（付着藻類）

動 物（底生動物の重要な種）
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環境モニタリング項目



時間雨量

横石流量

荒瀬ダム流量

瀬戸石ダム流量

時間雨量

横石流量

荒瀬ダム流量

瀬戸石ダム流量

平成２８年度の流況

 平成28年度前期の出水状況は、2千m3/s 台が1回、1千m3/s台が3回であった。

 7月の出水は過去62年間で第32位（確率1/2）程度の出⽔規模であった。

流量（出水状況）

平成２８年度前期の流況

昭和57年7月（過去最大）
最大放流量6,460m3/s

平成28年年7月出水
最大放流量2,782m3/s

荒瀬ダム
2,782m3/s

荒瀬ダム
1,429m3/s

荒瀬ダム
1,847m3/s

荒瀬ダム
1,827m3/s
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H27.10.10（6〜7月の小中規模出水後）

荒瀬ダム⽇平均流量：50m3/s

ダム上流

河川形状の変化

S23（ダム建設前）
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S23（ダム建設前）

H27.10.10

荒瀬ダム⽇平均流量：50m3/s

ダム下流
河川形状の変化
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H27.4 H27.5 H27.6 H27.7 H27.8 H27.9 H27.10 H27.11 H27.12 H28.1 H28.2 H28.3

B
O
D
（
m
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L
）

室内分析結果（BOD）

環境基準Ａ類型
2mg/L以下

5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

10.0

H27.4 H27.5 H27.6 H27.7 H27.8 H27.9 H27.10 H27.11 H27.12 H28.1 H28.2 H28.3

pH

現地観測結果（ｐH）

環境基準Ａ類型

6.5以上8.5以下
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室内分析結果（SS）

環境基準Ａ類型
25mg/L以下
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現地観測結果（DO）

環境基準Ａ類型

7.5mg/L以上

0

100
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400

500

H27.4 H27.5 H27.6 H27.7 H27.8 H27.9 H27.10 H27.11 H27.12 H28.1 H28.2 H28.3

流
量

（
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3
/s
）

荒瀬ダム流入量（日平均流入量）

 環境基準値（河川A類型）を達成し、ほぼ安定的に推移している。

荒瀬ダム直上流

瀬戸石ダム下流

破木橋（百済木川）

道の駅坂本

水質（定期観測）

水質定期調査（BOD）

水質定期調査（SS）

荒瀬ダム流量（⽇平均流量）

水質定期調査（pH）

水質定期調査（DO）
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底生動物

 流⽔回復区間では、流⽔環境への変化後に瀬や淵、浅瀬など多様なハビ

タットが形成されたことにより全種数が増加し、H27年度も概ねその状態

を維持している。
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 平成27年度の⿂類相について特徴的な変化は⾒られない。

：湛水状態の時期
魚類調査
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【夏季】 純淡水魚 回遊魚：湛水状態の時期

魚類
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 平成2７年度の⿃類について、特徴的な変化はみられない。

 第1流⽔回復区間において、夏季にサギ類が増加した。
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終了
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第5段階終了時のイメージ（平成28年度末）




